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農林業とバイオインダストリー
農林業，特に植物生産に直接的に係わる農林
業は，古来より，太陽エネルギー利用産業であ
り，また，自然エネルギー利用産業である．光
合成よって植物体内の化学エネルギーに変換さ
れる光エネルギーの量からすれば，農林業は，
最大の太陽エネルギー利用産業であると言って
も良い．
その意味では，本学会の会員は，農林業にお
ける太陽エネルギー利用に，より多くの興味を
有しても良いはずである．また，逆に，農林業
における太陽エネルギー利用研究に従事してい
る人々が，本学会により多くの興味を有してい
ても良いはずである．しかし，現実には，その
いずれも十分とは言い難いように見える．
原因としては色々なことが考えられる．そし
て，それらの問題解決は必ずしも容易でない．
ここでは，工学関係者が多いと思われる本学会
員に対して．農学または農業工学サイドからい
くつかの問題提起とお願いをしてみたい。
まず第 11こ，現在の農林業は，バイオインダ
ストリーとしての性格を益々強めつつある．
したがって，大学工学部で専門教育を受けた科
学技術者が活躍し得る場面が着実に広がりつつ
ある．これからのバイオインダストリーのエン
ジニアリング部門は，従来の大学農学部の農業
工学系の専門教育を受けた科学技術者だけがカ
バーできるような狭いものではなくなる．農林
業関係にたずさわる科学技術者と工学関係にた
ずさわる科学技術者の共同開発，共同事業は，
新しい農業的工業，あるいは新しい工業的農業
すなわちバイオインダストリーを展開してゆく
ための必須条件となろう．
植物生産に係わるバイオインダストリーとし
ては，植物工場，養液栽培，宇宙農場，沙漢農
場大規模植林，アトリウム，都市緑化などに関
するハードウェア，ソフトウェアの開発を含む．
植物生産は，結局のところ，光を植物体で受
けとめさせ，光合成せしめ，目的とする光合成
産物を生産加工せしめることである。一般的に
古在豊樹＊ t`｀ふ疇・鰤攣、 一
言えば，そこでの基本技術は，光エネルギーを
利用した，物質とエネルギーの蓄積，変換，輸
送，利用技術である。その基本は工学一般技術
と変わるところは余りなく，生産物の対象が異
なるだけである．そこでは，本学会員が得意と
するであろうところの，環境の設計，計測，制
御に関する技術も必須である．
植物生産に利用される光は，もちろん，原則
的には太陽光そのものであるが，必ずしも，そ
れに限定されるものでなく，その基本技術は太
陽光にも人工光にも応用できるものである．
昨今，世の中では，レジャーだ，アメニティ
ーだ，快適性だ，ハイテクだと豊かな生活，余
裕ある生活が21世紀にも継続することを前提と
したような気分でいる． しかし，本当に， 21世
紀の食糧生産は問題ないのだろうか．
食糧問題を，大学や省庁の立割組織，立割り
行政などに遠慮して農学関係者以外は看過して
いてよいのだろうか．農業も一種の製造業であ
るとすれば，農林業関係者に，工学の専門教育
をも受けたエンジニアが更に増大してもけっし
・ておかしくない．
ただし，農業におけるシステム設計，施工，
計測，制御は必ずしも簡単でない．生半可な工
学理論や，工学システムの単純な転用は到底通
用しないだろう．工学関係者がバイオインダス
トリーに取り組むには，まずもって，生物対象，
社会現象を素直に観察，分析する気持ちが童要
であろう．そして，生態学，生理学およひ農林
業生産に関する基礎知識も必須である．
それにしても， 21世紀の農林業，バイオイン
ダストリー，食糧生産問題におけるバイオ工学
者の役割りは益々増大するであろう。本学会が
その役割りの一端をになうようにお互いに努力
したいものである。工学関係者，特に，太陽工
ネルギー利用研究者へ，農業関係者の一人とし
て，熱烈なラプコールを送りたい．
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